
千代田区教育委員会教育長の職務代理者に関する規則の制定 

 

 

１ 制定理由 

   地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部を改正する法律（平成26年６

月20日法律第76号。以下「改正法」という。）の施行に伴い、教育委員会規則を制

定する必要があるため。 

 

２ 規則概要 

   改正法では、第13条第２項において、教育長が事故等で欠けたときは、あらか

じめ指名した教育委員がその職務を行うこととされている。 

   しかしながら、教育委員は非常勤であるため、教育長職務代理者が行う職務の

うち、具体的な事務の執行等、職務代理者自ら事務局を指揮監督して事務執行を

行うことが困難である場合には、改正法第25条４項に基づき、その職務を教育委

員会事務局職員に委任することが可能とされている。 

   これらの規定に基づき、これまで委員長が行っていた教育委員会の会議を主宰

し教育委員会を代表することを除く部分について、教育委員会事務局職員へ委任

することができる旨の規則を制定するもの。 

 

３ 施行日 

   公布の日から施行する。 

   なお、改正規則の施行の際、改正法附則第２条第１項の規定の適用がある場合

は、同項の規定の適用がある間は、本規則は適用しない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育委員会資料 

平成29年９月26日 

子 ど も 総 務 課 



※参考 
 

地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部を改正する法律（抄） 

（昭和31年６月30日法律第162号） 

 

（教育長） 

第13条 教育長は、教育委員会の会務を総理し、教育委員会を代表する。 

２ 教育長に事故があるとき、又は教育長が欠けたときは、あらかじめその指名する

委員がその職務を行う。 

 

（事務の委任等） 

第25条 教育委員会は、教育委員会規則で定めるところにより、その権限に属する事

務の一部を教育長に委任し、又は教育長をして臨時に代理させることができる。 

２ 前項の規定にかかわらず、次に掲げる事務は、教育長に委任することができない。 

一 教育に関する事務の管理及び執行の基本的な方針に関すること。 

二 教育委員会規則その他教育委員会の定める規程の制定又は改廃に関すること。 

三 教育委員会の所管に属する学校その他の教育機関の設置及び廃止に関すること。 

四 教育委員会及び教育委員会の所管に属する学校その他の教育機関の職員の任免

その他の人事に関すること。 

五 次条の規定による点検及び評価に関すること。 

六 第27条及び第29条に規定する意見の申出に関すること。 

３ 教育長は、教育委員会規則で定めるところにより、第一項の規定により委任され

た事務又は臨時に代理した事務の管理及び執行の状況を教育委員会に報告しなけ

ればならない。 

４ 教育長は、第一項の規定により委任された事務その他その権限に属する事務の一

部を事務局の職員若しくは教育委員会の所管に属する学校その他の教育機関の職

員（以下この項及び次条第一項において「事務局職員等」という。）に委任し、又は

事務局職員等をして臨時に代理させることができる。 

 

 

地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部を改正する法律（抄） 

（平成26年６月20日法律第76号） 

附 則 

（旧教育長に関する経過措置） 

第２条 この法律の施行の際現に在職するこの法律による改正前の地方教育行政の

組織及び運営に関する法律（以下この条において「旧法」という。）第16条第１

項の教育委員会の教育長（以下「旧教育長」という。）は、その教育委員会の委

員（以下単に「委員」という。）としての任期中に限り、なお従前の例により在

職するものとする。 

２ 前項の場合においては、この法律による改正後の地方教育行政の組織及び運営

に関する法律（以下「新法」という。）第２章（第２条を除く。）、第25条、第

26条、第34条、第37条、第38条及び第60条第６項の規定は適用せず、旧法第２章



（第２条を除く。）、第26条、第27条、第34条、第37条、第38条及び第60条第６

項の規定は、なおその効力を有する。（以下、略。） 

３ 前項の場合においては、旧教育長の委員としての任期が満了する日（当該満了

する日前に旧教育長が欠けた場合にあっては、当該欠けた日。附則 

第５条において同じ。）において旧法第12条第１項の教育委員会の委員長である者

の当該委員長としての任期は、同条第２項の規定にかかわらず、その日に満了す

る。 

 

 

 

 

 



千代田区教育委員会教育長の職務代理者に関する規則（案） 

 

(趣旨) 

第１条 この規則は、地方教育行政の組織及び運営に関する法律(昭和31年法律

第162号。以下「法」という。)第13条第２項の規定に基づき、教育長に事故が

あるとき、又は教育長が欠けたときのその職務を代理する者(以下「職務代理

者」という。)について必要な事項を定めるものとする。 

 

(職務代理者の指名) 

第２条 職務代理者は、法第13条第２項の規定に基づき、あらかじめ教育委員会

の委員のうちから指名する。 

 

(事務の委任) 

第３条 前条の規定により指名された職務代理者は、法第25条第４項の規定に

基づき、教育長に委任された事務その他教育長の権限(教育委員会の会議を主

宰し、教育委員会を代表することを除く。)に属する事務の一部を千代田区教

育委員会事務局子ども部長に委任することができる。 

 

付 則 

(施行期日) 

１ この規則は公布の日から施行する。 

２ この規則の施行の際、地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部を

改正する法律（平成26年法律第76号）附則第２条第１項の規定の適用がある場

合は、同項の規定の適用がある間は、この規則は適用しない。 

 

 

 






